
今和 7年度 岡山県立西備支援学校 学校評価書
I 自己評́価結果
I 評価方法

学校評価を行うにあたり、次のように行つた。

① 学校評価アンケート (教職員対象)別表 I参照

② 学校評価アンケート (保護者対象)別表2参照

2 評価結果
評価点は、「当てはまる」を4点、「やや当てはまる」を3点、「あまり当てはまらない」を2点

『当てはまらない」を 1点 として計算し、合計点数を回答数で割っている。全員が「当てはま

る」と回答した場合、評価点が 4点 となる。別表 3、 4、 5参照

3 参考資料
金和 7年度学校経営日標・重点目標の評価

Ⅱ 分析・改善方策等
I 項目別評価   (別 表 3〉 教職員アンケー トの結果と昨年度との比較

(別表 4〉 保護者アンケー トの結果と昨年度との比較

(1)項 目別評価

本年度は、保護者アンケー ト、教職員アンケー ト共に質問項目の内容について大きく変更はない

が、一部表現を具体的にした部分がある。教職員アンケー トについては、学校経営計画とのつなが

りについて例年同様に明確にした。

【保護者】

① 評価点が高い項目

保護者の評価点が高かった項目 (評価点 3.7以上)は、 |「教育活動の工夫・改善に関するも
のふ 3「個別の教育支援計画の作成に関するもの」、4「イ固にAじ た目標設定に基づく指導・支援

に関するもの」、5「学習の記録に関するもの」、6「プライバシー保護と人権への配慮に関するも

の」、7「病気やけがへの対Aに関するものコ、8「災害時に結えた取組に関するもの」、9「教育環

境 (施設・設備)の整備と事故防止に関するもの」、 10「給食の安全に関するもの」、 13「ホーム

ページや Fccebook等を通じての情報発信に関するもの」であった。いずれも昨年度同様に保護

者の学校への期待が大きいと思われる。

10給食・衛生環境 (3.9)は昨年に続き全項目中 トップの評価であった。3支援計画、8防災、

6人権、7安全、これらは 3.8と 高水準で、学校の基盤となる「安′せ。安全」や「計画的な支援」

が、本校の強みとなっている。

② 評価点が低い項目

保護者の評価点が低い項目 (3.5以下)は、 12「社会生活を送る上で兇要な情報の提供に関

するもの」、14「地域の教育力の積極的な活用に関するもの」、15「関係諸機関との連携に関する

もの」であった。昨年度も評価の低かつた項目である。



③ 谷和 6年度との比較

〔評価点が上がった項目〕

谷和 6年度の結果と比較し上昇した項目は、6「プライバシー保護と人権への配慮に関するも

の」、7「病気やけがへの対応に関するもの」、 15「関係諸機関との連携に関するもの」の 3項目

であった。特に 15の関係機関連携に関しては、医療・福祉・労働などの外部機関と学校が連携

して支援する体制が、本校コミュニティ・スクール『セイもんスクール』の活動と共に、少しず

つ保護者に浸透し始めていると思われる。

【教職員】

① 評価点が高い項目

教職員から高い評価となった項目 (評価点3.7以上)は、2「児童生徒情報の引き継ぎ」、
3「個別の教育支援計画の作成」、4「個別の指導計画ふ 5「学習の記録の記載」、6「プライバ

シ戸や人権への配慮」、7「校内安全、未然防止」、8「返済時訓練、マニュアル」、9「教育環境

(施設・設備)の安全整備」、10「給食提供、摂食指導」、日「卒業後に必要な力を伸ばす指導」、

i3「学校の様子の情報発信」、15「関係機関との連携」、17「専門性向上のための研究研修」で

あった。安全管理や人権尊重といった常に′せがけている内容が高いレベルで維持できたことは

本校の強みとなる。

② 評価点が低い項目

教職員の評価点が低い項目 (3.5以下)は、20「 ICT利用、自ら学しSミ授業作り」であった。
*16～ 21については、教職員のみを対象としている項目である。

③ 今和 6年度とのしヒ較

今和 6年度の結果と比較し、21項 目中 16項目で評価点が上がった。昨年度において最も低

い評価 (3.3～ 3.4)だった項目 14「地域の教育力の活用」、 18「学部間違携や合同授業」、21

「教員間の協力・支え合い」が、今年度大きく向上している。教科指導、分掌業務、クラス経営

,な ど、個々で対応していた状況から、チームで教育にあたるという土合ができてきた。校内の

連携が強まってきた結果、 II「卒業に捲要な力を仲ばす指導」、 17「専門性向上のための研究

研修」、 19「各種検定への取り組み」教育内容の専門性も向上している。

(2)保護者 。教職員の評価点の比較   く別表 5〉 教職員と保護者のアンケート結果の比較

保護者と教職員の評価点のしヒ較では、 |「教育活動の工夫改善」、8「変災時の備えた取組」、10

「安全な給食の提供」の項目で保護者の評価点が教職員の評価点を上回っている。「安`せ・安全」

の基盤部分に対して、保護者から非常に高い信頼 (3と 9は全体最高値)を得ることができた。

保護者の評価点が職員の評価点より低かった項目は 2「前の学年や学部・学校からの引継ふ ||

「卒業後に捲要な力を伸ばすための学習」、12「社会生活上発要な情報の提供ょ 15「関係諸機関

との連携に関するもの」であった。将来や対外的な連携に関わる部分で、教職員は「できている」

と感じているものの、保護者の満足度に十分に逹 していない (ま たは伝わつていない)と 考えら

れる。

「3「個別の支援計画」、6「プライバシー」、7「安全対応」は、3.8と いう高水準で、学校と



保護者の間で児童生徒への支援方針や安全管理に関する方向性が共有できていると考えられる。

2 課題となる項目の改善に向けて

保護者アンケー トで相対的に数値が低めの項目 (3.5以下)は、「学校外とのつながり」や「情

報提供」に関連するものであった。 12「社会生活情報の提供 (3.4)」 が全項目中で最も数値が低

く、横ばいであったことから、学校から発信する「社会資源や生活に関する捲要な情報」を更に

二夫していく捲妥がある。また 14「地域の教育力活用 (3.5)」 については、地域との交流や施

設の活用について、コミュニティ・スクールの活発化により兎に取り組みを深化させていきたい。

15「関係機関との連携 (3.5)」 は 0。 Iポイント上昇したが、まだ全体の中では低めの数値であ

る。進路や福祉サービスとの接続など、より目に見える形での連携強化と共に、セイもんスクー

ルの取り組みを関係機関と共に実施する方向で計画していきたい。

教職員アンケー トでは、全体的に数値の底上げが図られた中で、20「ICTを 利用した自ら学しSミ

授業作り」は前年度より改善 (3.5ポイント)し たものの、他の項目としヒ較すると兎に取り組み

を発展させることができる余地がある。次年度は、今年度強化された「教職員間の協力体制」を

活かし、ICT活用事例の共有や相互授業参観を積極的に行うことで、組織全体での ICT指導力の

向上を図り、児童生徒の主体的な学びへと還元していきたい。

3 その他
今年度のアンケー トではすべての項目において昨年度を上回る、または同等の評価結果となっ

た。特に、教職員アンケー トでは「チームワーク」が読み取れる。OJT研修や学部間交流など、

学部や学年の壁を越えて教職員が協力し合う体制が整ったことで、児童生徒一人ひとりに対する

指導の専門性が高まり、将来を見据えた進路指導や検定への取り組みもより活発化 してきた。

.安全管理や給食、人権尊重といった、学校生活の安′むを守る取り組みについても、引き続き非

常に高い評価を維持できている。

来年度も引き続き、本校コミュニティ・スクール『セイもんスクール』を柱とする教育活動を

ホームページや Focebookを 利用して積極的に情報発信することはもとより、掲示板を活用した

見える化を兎に進め、地域への発信も充実させていくことで、「地域と共にある学校づくり」「学

校を核とした地域づくり」を実現できればと考えている。

Ⅲ 学校経営日標重点日標に関する教職員の評価
I 自立と社会参加を目指し、キヤリア発逹を促す教育活動の推進 (「夢育」の推進)
一貫性・系統性のある教育活動の充実を図り、一人一人の個性と教育的ニーズにAじ た迫切な

指導・支援を行うため、各分掌や教科等領域の指導計画を年度末から年度当初に、各分掌・学部

で立案・検討し、それを基に個別の指導計画や自立活動の指導計画の検討を行った。これらの検

討により各種指導計画の系統性の精度を高め、指導と評価の適工化を図ることができた。

教職員アンケートの結果では、18「学部問連携や合同授業」(+0,2)、 19「各種検定への取り

組み」(+0.3)の項目で、昨年度より評価が大きく上昇した。

矢目的障害部門では全学部合同の学部部門を超えた学習活動を 10以上回実施した。また肢体不

自由部門でも知的障害部門と合同で教科等の学習を行うことで、下級生が上級生に憧れをもてる



「夢育」の推進につながった。

小学部では、日常生活の指導に関する技能検定や中学部では清掃検定、接遇検定、パソコン検

定、高等部では清掃検定、パソコン検定に取り組み、児童生徒一人一人が目標をもちそれを達成

しようと努力できるよう指導・支援を行つた。これら各種技能検定の実施により、自己肯定感の

育成を図ることができた。キャリア教育の推進に関して、特に学習内容について全学部で連携を

深めることで、昨年度より充実した教育活動を展開することができた。

2 子どもたちのとかな学びを深めるための授業力・専門性の向上

「
`せ
が動く」を研究テーマに、「自ら考え、取り組む」授業づくりの推進に向け、児童生徒の学

ぶ姿を各学部でイメージして公開授業を行った。単元構想の段階から大学教員や県教育センター

の指導主事に指導助言をいただくとともに、授業後の反省会での意見交換や学びの確認会を通し

て児童生徒の変容を見取りながら授業改善 していく意識が高まった。

組織的な O」Tチームによる双方向の学び合いの活性化を目指 して、可能な限り教職員のニー

ズに沿った研修を開設 し、自分の課題に應じた内容を選択できるようにした。これにより自主的

に研修に参加する教職員が増えた。他校の研究発表会や公開講座等の校外研修会の研修内容を職

員会議で全職員に伝達講習をしたり、研修資料や外部専門家による指導助言内容を回覧したりす

ることで、自身が関わっている児童生徒に対する指導支援の参考にすることができた。教職員ア

ンケー トの結果では、 17「専門性向上のための研究研修」(+0.2)の項目で昨年度よりも評価が

上昇した。OT研修やST研修等の等のあり方も見直し、引き続き多様な障害に対応できる専門

性や指導力の向上を目指したい。

3 安′む安全で健康的な学校生活を送るための教育環境の整備

防災意識の向上と危機管理体制の確立と強化に向け、児童生徒・教職員双方に向けた実践的な

防災教育に着手できた。防災マニュアルを含めた防災体制の改善については、管理職が不在な状

況を常に意識 した訓練を導入し、個々の教職員が他者の役割を担うことができることを前提とし

た。また高等部の生徒に対して、自分の命の守り方を考える学習に取り組むことができた。

いじめや悩みの「早期発見・RPA体制」を維持するとともに、情報モラルや性教育等の予防啓

発を強化 し、 トラブルを未然に防ぐため、アンケー トや教育相談の機能を継続 して実施 した。重

大ないじめに発展する前に早期発見し、保護者と連携 しながら対応できた。 LINEト ラブルや

異性との関係については、性教育やスマホネット安全教室等、今後も継続的な指導が雖要である。

年度初めから救急車誘導経路や人工呼吸器使用児童への対庵について看護師を含む関係教職

員で情報共有したことで、個別マニュアルを活用した体調急変時の対Aを通切に行うことができ

た。緊急時の服薬については主治医の指示を基に安全かつ確実にできる体制を検討 し、今後実際

に実用可能か検証 していき、安′せ安全で健康的な教育環境を更に充実させる。

4 地域と連携 した教育活動の強化と特別支援教育のセンター的機能の充実
居住地校交流の直接的な交流の実施率は、小学部 47%、 中学部 57%であった。交流籍を置く

のみ又は籍を置くことを希望されない方が数名いるため、引き続き呼びかけていくとともに、間



接的交流についても推進していきたい。前年度まで取り組みにカロえて、井原市の商業施設での販

売や地域の施設へのプランターの配布、検内の農場に地域の方を招いての農作業を通しての交流

など新たな取り組みもできた。

コミュニティ・スクールを基盤として、家庭・地域と協働する教育活動の推進に向け、笠岡市・

井原市の関係者と合同で福祉避難所見学会を実施 した。自治体間の枠組みを超えた広域的な協カ

体制の構築につながると共に、専門的な視点 (行政・福祉関係者)を 取り入れることで、備蓄品

の管理や要配慮者への対応など、より具体的で実践的なマニュアルヘと刷新できた。

教育活動の積極的・効果的な情報発信の充実においては、今年度は特に、学部を超えた学習活

動 (キ ャリア教育の推進)や地域学校協働活動、教科における地域人材を活用した授業などを、

積極的に HPや Focebookに より発信した。また、報道機関による広報を年 2回実施できた。笠

岡市、井原市、浅口市、里庄町、失掛町の関係諸機関と連携して行事等の広報活動を展開するこ

とで、本校の教育活動 (作業学習の成果物販売)や福祉避難所の機能について、理解の控進を図

ることができた。

地域支援の推進と地域ネットワークの拡充に向けては、地域の小 。中・高等学校等のユーズに

柔軟に対応できるよう、状況や緊急度に応じて、従来の「訪問」だけでなく電話やオンラインに

よる支援を選択できる体制を整えた。校内業務とのバランスを考え、相談受付、事前の情報整理、

実際の助言、事後フォローの各工程において、校内エキスパー ト間で役割分担をして対応した。

昨年度とほぼ同じ回数の相談支援が実施できた。(地域の小 。中・高に 28回訪間相談を実施、電

話相談は 39回。)

5 学校運営組織の活性化による働きがいのある職場づくりの推進
昨年度の反省を活かし、二人一分掌による分掌配置の適工化を図り、組織的に業務の効率

化に努めた。業務が繁忙期に集中する分掌では内容を検証し、繁忙期における業務内容の分

担について次年度に向けて明確にした。また、Googleや Convoな ど各種アプリを活用し教

員一人一人が積極的にタブレットを活用することで、「チーム学校」による情報共有効率化の

基盤を強化することができた。 1

教職員アンケートでは、21「教員間の協力・支え合い (3.3→ 3.6/+0.3)」 の項目が大きく

上昇した。教職員一人一人のワークライフバランスを意識した働き方の工夫として、会議のルー

ルづくりや時間外在校時間の目安を具体的に数値で掲示したことで、教職員一人ひとりが「時間

の使い方」を自律的に意識するようになってきた。また計画的にコンプライアンス研修を実施す

る中で、グルーピングや意見交換のテーマを工夫することで業務吸外の「人となり」を知り、鳶

理的な壁が低くなった。これにより、日常的な相談や声掛けがしやすい「諷め合い」の上合が築

かれた。

多忙な時期でも時間を意識して業務を進めることがスタンダードになり、休暇や出張などで教

職員数が足りない時には学部部門を超えて、互いに声を掛け合いフォローできる体制も整いつつ

ある。引き続き『計画性・効率性』を意識して業務を推進し、認め合い、助け合い、高め合う、

同僚性の高い職場を目指していく。



今和7年度 学校評価アンケート (教職員用) 別表1

岡山県立西備支援学校

〔所属〕   A小 A中 A高 B′」ヽ B中 B高   事務

氏名 (           )

o 当てはまる b やや当てはまる c あまり当てはまらない d 当てはまらない

評 価 内 容 G b C d

I

私たちは、学校教育目標に基づいて、児童生徒がもてる力を発揮しながら進んで学習できるよう

に、教育活動の工夫・改善を行つている。

2 私たちは、前の学年や学部・学校より児童生徒の情報について引き継ぎを行つている。

3 私たちは、保護者との十分な合意形成のもと「個別の教育支援計画」を作成 している。

4
私たちは、児童生徒の一人一人の障害の状態や発達段階を把握 して「個別の指導計画」の目標設

定を行い、個にAじ た指導・支援を行っている。

5 私たちは、児童生徒の力を通切に評価 して「学習の記録」に記載 している。

6 私たちは、児童生徒のプライバシーや人権を尊重して教育を行つている。

7
私たちは、児童生徒の校内での安全について、病気やけがへの適切な対應や未然防止の取組など

を行つている。

8
私たちは、変災時 (自 然災害や火災など)に備えた取組を行い、緊急時に的確に対Aす ることが
できるよう、様々な訓練を実施 したり対Aマニュアルを整えたりしている。

9
私たちは、教育環境 (施設・設備・備品)を安全に整え、アクシデントを未然に防止 しようとして

いる。

10
私たちは児童生徒の′む身の発達や食の安全を考慮 し、通切に給食の提供や摂食指導を行ってい

る。

II 私たちは、児童生徒の将来の姿を念頭に、卒業後にX要な力を伸ばすための指導を行っている。

12
私たちは、児童生徒が将来、社会生活を送る上でX要な情報を児童生徒や保護者に提供 してい

る。

13
私たちは、通信やホームページ、フェイスブックなどで学校の情報を保護者や地域へ発信してい

る。

i4
私たちは、地域の教育力 (馬尺・公民館・商店 。ボランテイア団体等)を活用して、教育活動を魅

力あるものにしようと努めている。

15
私たちは、保護者や他の関係諸機関 (医療・福祉・労働・地域社会等)と 連携 して児童生徒の支

援を行っている。

16
私たちは、研修や授業を地域の学校等に公開するとともに、地域の障害を持つ児童生徒の教育や

進路について具体的な助宮をし、特別支援教育についてのセンター的機能を果たしている。

17
私たちは、特別支援教育の専門性向上のために、組織的な0」 Tを推進 しながら校内研究や研修に

取り組んでいる。

18 私たちは、接続する学部間における体験授業や学部間の合同投業を実施 している。

19
私たちは、児童生徒の主体的な取組を伸長させるため、小学部検定や清掃検定をはじめとした技

能検定に取 り組んでいる。

20
私たちは、タブレットや情報機器を通切に有効に活用し、児童生徒の「白ら考え、取り組む」を

引き出す投業づくりに取り組んでいる。

21
私たちは、空き時間を活用する、他の教員に協力要請を行うなどして、支え合っての業務遂行に

努めている。



今不口7年度 学校評価アンケー ト (保護者用)
岡山県立西備支援学校

※このアンケー トは、学校の教育活動をより充実したものとするために、学校から保護者の

曽様にお願いするものです。

それぞれの内容について、G～ dの うち、該当する欄に○印を書いてください。

どうしても判断できない (分からない)内容は、○印を記入しなくても結構です。
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d

学校は、お子さんが進んで学習できるよう、教育活動の工夫・改善を行っている。

2 お子さんに関する情報について、前の学年や学部・学校からの引継が行われている。

3
お子さんの個別の教育支援計画は、十分な説明のもと、学校 と保護者で話 し合って作成され

ている。

4 お子さんは、個に庵じた目標設定に基づいた指導・支援を受けながら学習できている。

5 「学習の記録」には、お子さんの成長が迪切に評価され、わかりやすく書かれている。

6 学校は、お子さんのプライバシーの保護や人権に配慮して、指導や支援を行っている。

7
学校は、お子さんの校内での安全について、病気やけがへの適切な対Aや予防の取組などを

イ子つている。

8 学校は、変災時 (自 然災害や火災など)に備えた取組を行い、様々な訓練を行っている。

9 学校は、教育環境 (施設・設備
,特品等)を 安全に整え、事故防止に努めている。

10 学校は、お子さんの健康や衛生環境に留意し、安全に給食を提供している。

学校は、お子さんの将来の姿を念頭に、卒業後に捲要な力を伸ばすための学習活動を取り入

れている。

12 学校は、お子さんが社会生活を送る上で雖要な情報の提供を行つている。

13
学校は、通信やホームページ、フェイス

発信している。

ブックなどを通じて、学校の情報を保護者や地域ヘ

14
学校は、地域の教育力 (駅・公民館・商店などの施設、近隣の学校、その他団体 イ回メ、)を

積極的に活用して教育活動を行っている。

15 学校は、医療・福祉 。行政・労働などの関係機関と連携して支援を行っている。

の の の の 人 ,こ について

ばご記入ください。

御協力ありがとうございました。 締切 :H/17(月 )
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保護者アンケー ト結果R7
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